
生活支援体制づくり協議体会議（地域包括支援センター北浜 

担当圏域レベル）開催報告書  

１ 開催日時 令和 7 年 7 月 18 日 （ 金 ） 

10 時 00 分  ～ 11 時 30 分 

２ 開催場所 浜松市ふれあい交流センター浜北 2階大会議室 

３ 参加者 19名（委員10名、事務局3名、関係機関6名） 

４ 協議の内容  

1.開会 

2.委員紹介  ※出席者名簿をもとに自己紹介。 

3.議事 

1)副会長の指名 

委員の変更に伴い、会長から新たに副会長が指名され決定した。 

2)令和6年度 生活支援体制づくり協議体会議の振り返り 

高齢者の居場所の確保に向けた取り組みを進めてきている。令和5年度は、サロンの

立ち上げを促すチラシを作成し、新たな活動を増やすことを目的として周知してきた。

令和6年度は、サロンへの参加を促すチラシを作成した。完成後、自治会にご協力いた

だき、回覧にて周知。その他、市社協や協働センター、包括支援センターに配布。北浜

中地区と北浜東部地区の総会にて説明を行った。また、既に活動している方やこれから

立ち上げようとしている方の活動の参考となるように、サロン活動の手引きの作成も進

めている。 

≪意見など≫ 

・良いものができたと思う。その効果もあってか、北浜東部地区で新たに3つサロンが

できた。 

3）「サロン活動の手引き」について 

 前回からの続き。内容や完成時期、配布方法、配布時期について最終検討。 

・北浜地区のサロン活動の様子がわかるように写真を加えた。 

・P13.14に市社協による貸し出し備品一覧を新たに加えた。 

≪意見など≫ 

・内容は良いと思う。事情の変化やバージョンアップは今後していくと思う。 

・片隅にバージョンの数字を入れておいてほしいと思う。 

・貸し出し備品一覧は、市社協浜北地区センター窓口の掲示板で掲示している。また、

お渡し用の一覧もあり。 

・サロンの代表の方が悩んでいると思うので、どんどん配布していってほしい。 



・サロンを訪問しながら配っていけると良いと思う。 

・8月の自治連の会合で、自治会長へ配布できるかもしれない。 

・サロンがあるところ、これから作ろうとするところに渡るようにしたい。依頼文を作

ったほうが良いのでは。 

・サロンを引き継ぐ方、担い手など関わる方に渡ってほしい。 

・高畑はカラオケや麻雀などサロンがいくつかある。ちょうどオセロが足りないという

声もある。貸出のオセロは何セットあるのか。 

→ 個数の記載がないものは、基本的には1セットのみ。オセロは1セットのみ。 

・一週間の貸出期間、3か月前から予約できることについても記載できると良い。 

・北浜東部地区では、10月にも配布できるタイミングがある。 

・自治連の会合での配布は、7月の役員会で必要部数を決めていただき、8月に配布する

ことは可能。 

 → 事務局にて準備。配布および説明は、委員（自治連所属）により行う。 

4）令和7年度 生活支援体制づくり協議体会議の取り組みについて 

新たな取り組みを検討するにあたり、最近の北浜地区で聞いた相談や困りごと、気に

なることについて内容を共有したい。 

→ 2グループに分かれグループワークを行い、共有した。 

≪挙げられた主な相談・困りごと・気になること≫ 

・一人暮らしの方の話し相手や社会との関わり。 

・ボランティアなどのやりがいづくり。 

・買い物、通院、サロンなどへの移動問題。 

・散歩中に帰り道がわからなくなった方がいた。認知症の疑い。 

・地域の横のつながりがない。 

・親子で利用できるサービス、居場所（障害のある子、高齢の親など） 

・ボランティアスタッフの人手不足。他 

次回までに今回挙げられた内容をとりまとめ、共有する。 

5）その他    

・次回会議の日程調整。 

・地域福祉推進セミナーの案内 7/25（金）「みんなで安心して暮らせるまちづくり」 

５ 今後の見通し・ 

  必要な対応 

 

・次回開催日程10/24（金）10：00～11：30 

・北浜地区自治会連合会の会合にて、サロン活動の手引きを配布できるように準備を進

める。その他、活用していただけるように随時配布を行う。 



 


